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1. 土地・建物の変遷

千葉大学は、昭和24年に各旧制国立諸学校を包括し発足したが、総合大学の理念か

らすれば、でき得る限り 1か所に集合建設すべきであった。しかし、当時の情勢は、

財政上その他の理由から、この実現は相当困難であると思料され、各部局の位置につ

いては、当分の問、各旧制学校施設(土地・建物及び附属設備〉をそのまま引き継ぎ

使用すると共に、不足分については、旧軍施設を大蔵省から借用し充当した。旧制度

の学校施設から継承した教育・研究施設を列挙すると、表18-6のとおりである。

旧制学校施設を継承したものの、戦災による傷跡もまた引き継がれたのである。学

芸学部においては、千葉師範学校女子部の建物を戦災により失っていたため、印輝君B

千代田町所在の旧陸軍野戦砲兵学校跡を借入れ使用し、工芸学部においては、東京都

所在の 3地区の建物が戦災により大半が使用不能であったため、松戸市所在の旧陸軍

工兵学校跡を使用した(旧制学校時に借入れ使用し、千葉大学発足2か月前の昭和24

年3月大蔵省から所管換〉。ちなみに旧制学校施設の戦災による建物損失面積は、 千

葉医科大学及び同附属医院〈矢作・亥鼻地区) 19，371m2、東京工業専門学校(東京

3地区)13，576m2、千葉師範学校女子部〈富士見町・地区)10， 575m2、合計43，522m2

で、戦災による被害がし、かに大きかったかが思い知らされる。もし、これら建物が残

存し、引き継がれていたならば、千葉大学の位置の設定に大きな影響を及ぼしたであ

ろうと考えられる。

一方、矢作・亥鼻地区の部局においても、戦災による建物不足解消のため、千葉郡

津田沼町所在の旧陸軍習志野学校跡を借用し、附属病院分院、学生寮に充てた。ま

た、創設された腐敗研究所〈昭和48年 9月29日生物活性研究所と改称〉もこの地を借

用していた。

昭和25年 4月に学芸学部が改組され、文理学部が創設されると共に、土地・建物の

不足は一層の拍車がかかることとなった。そのため、千葉市小中台町所在の旧陸軍防

空学校跡を借用し、学生部・附属図書館・文理学部の施設に充てた。当時の借入施設

は、表18-7のとおりである。
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千葉大学は発足したものの、その施設の 3分の lは旧軍施設の借入れに依存せざる

を得なかった状況にあり、当時の苦悩がしのばれる。その後も、施設不足解消のた

め、東京大学の千葉市西千葉地区の一部を運動場敷地等として借入れ、使用していた

こともあった。

この間にも、当初からの念願であった統合整備のための適地を捜し求めていたが、

時あたかも、千葉市弥生町所在の東京大学生産技術研究所が東京に移転することとな

った。千葉大学ではこの地を統合の候補地として、全学的に努力した結果、昭和36年

5月9日関東財務局固有財産地方審議会において承認され、千葉大学において使用す

ることが決定された。この決定に基づき、昭和36年から文理学部留学生課程・教育学

部・事務局・学生部・附属図書館・文理学部・工学部・工業短期大学部・教育学部附

属小学校・問中学校・同幼稚園・薬学部と順次移転し、昭和41年に移転を完了した。

これより先、昭和38年 3月30日に東京大学から千葉大学へ財産の受渡がなされた

が、その明細は表18-8のとおりである。

財産受領後は、建物の不燃化に着手し、昭和39年度の文理学部の教室・研究室の新

営を始めとして、逐次整備され、現在の建物群となった。ちなみに、財産受領当時の

建物で現存しているものは、学生の部室に利用している木造建物到来(延2，892m2)

及び工学部別館〈延2，657m2)で、現在の鉄筋コンクリート建物群と比較すると隔位

の感がある。

一方、大学発足当時の場所に存置を決めた医学部及び園芸学部においては、医学部

が昭和28年度から 5年間にわたり、医学部の基礎医学本館・教室等を、園芸学部が昭

和34年度から 4年間にわたり、園芸学部の教室・研究室等を各々新営した。また、昭

和12年の新築当時、東洋一を誇った医学部附属病院も、診療科・中央診療施設等の増

設に伴い、その受け入れ余力を失い、昭和48年度から新病院の新営工事に着手し、昭

和52年度に至り落成を見た。

他方、生物活性研究所が、発足時からの研究活動の地である習志野地区から亥鼻地

区へ、昭和52年10月に移転した。

なお、昭和54年4月現在における千葉大学の土地・建物は資料編 8-(2)のとおりで

ある。

2. 大学における施設・設備の拡充整備状況

昭和24年千葉大学が発足した当時は、前記 11.土地・建物の変遷Jで記述したと
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おり、旧制国立諸学校の施設をそのまま使用したため、各部局が県内各地に散在して

いた。しかも、老朽化した木造建物、!日軍施設(不適格建物〉を利用するなど、大学

の機能を充分に発揮するには程遠い施設であった。文部省は、大学施設の整備の立ち

遅れを解消するため、昭和35年度に至り、暫定最低基準〈現在の国立学校建物必要面

積基準にあたる〉を設定し、併せて詳細な実態調査を実施した。この結果、施設の不

備・不足の実態が把握され、これの解消及び、定員増計画等に対応する所要の施設の整

備並びに木造老朽建物の改築が促進されることとなった。

昭和37年度に文部省は、各国立大学に対し施設長期計画の作成を求め、これを契機

に移転統合計画が具体化し、各国立大学で大規模な移転統合が始まった。

以上のような経緯により、千葉大学も逐次拡充整備されてきており、その内容を現

在の地区別に述べると、次のとおりである。

西千葉地区 この地区は、東京大学生産技術研究所が使用していたが、昭和38年

3月に千葉大学に所属替となり、昭和37年からこの地区に移転を開始した。当初は、

ほとんど同研究所が使用していた建物を使用していた。千葉大学として最初に施工し

たのは、昭和36年度の教育学部音楽教室の新営である。その後昭和41年度の移転統合

完了までの問に文理学部、教育学部、同附属小学校・中学校・幼稚園、工学部、工業

短期大学部、薬学部の校舎が新営された。

移転完了後は、それまで東京大学生産技術研究所の旧建物を使用していた附属図書

館が昭和42年度に、本部庁舎が昭和43年度にそれぞれ新営された。

その後は、文理学部改組に伴う人文学部・教養部校舎の新営、新設の養護教諭養成

所・保健管理センターの新営、また各部局等の増築がされ、移転統合当時まだ関散と

していたこの地区はt現在では、建物敷地の確保に苦慮する状態となっている。

亥鼻地区 医学部は、千葉医科大学当時の場所に存置を決め、昭和28年度から昭

和33年度にわたって、医学部基礎医学本館教室等が新営整備され、昭和39年度には、

医学部創立85周年記念会の寄附により記念講堂が建設された。

昭和50年度には、看護学部が創設され、昭和51年度に校舎の一部が医学部基礎医学

教室に隣接して新営された。

医学部附属病院は、昭和12年新築され、当時は東洋一を誇っていた。しかし、診療

科の増加、中央診療施設等の設置に伴い、現有施設が狭隆となったため、昭和47年度

から!日薬学部跡地に新病院の建設に着手し、昭和52年度に落成した。

更に、習志野地区にあった生物活性研究所が亥鼻地区に統合されることになり、本

館が昭和52年度に新?きされた。
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松戸地区 閤芸学部は、千葉大学発足当時の場所に存i置を決め、旧制千葉農業専

門学校当時の木造建物をそのまま使用していたが、老朽化し、危険建物となったた

め、昭和34年度から昭和37年度にわたり改築された。その後、学科の新設、拡充改組

等により施設が整備され、現在に至っている。

上記3地区のほか、習志野市に生物活性研究所、一般教養課程学生を収容する学生

寄宿舎〈無名寮〉及び医学部学生を収容する学生寄宿舎〈人生希望寮〉があり、いず

れも!日軍施設を改修して使用していたが、生物活性研究所は、昭和52年度に亥鼻地区

に移転した。無名寮は、後記する千葉市小中台町にある学生寄宿舎群に、昭和51年度

に新営し、移転した。人生希望寮は、昭和53年度に亥鼻地区内に第一学生寮と統合さ

れ、移転した。この習志野市の跡地は、教育学部附属養護学校に転用することも検討

中である。

千葉市小中台町には、男子学生を収容する学生寄宿舎(無名寮、稲毛寮〉、女子学生

を収容する学生寄宿舎〈陸寮〉及び主として東南アジア諸国の留学生を収容する留学坐

寮がある。

静岡県賀茂郡東伊豆町奈良木に、園芸学部附属暖地農場(熱川農場〉が、また群馬

県沼田市下川田町に、同高冷地農場(利根農場〉がある。

以上これら各施設毎の拡充整備状況の詳細は、資料編8ー (3)のとおりである。

千葉大学は、発足当初は 5学部、附属病院及び附置研究所をもって組織されたが、

現在は、 8学部、教養部、附属図書館、附属病院及び附置研究所を擁する総合大学と

して整備充実されている。諸施設も主要3地区に統合され、教育研究の場としての機

能を充分に果している。しかしながら大学組織は、今後もますます拡充されること

であり、これと併せて施設も整備充実する必要がある。

表18-1 人件費・物件費・施設費の推移

|五瓦宅全|人件費|物
昭和 | 円l

件費|施
円

114，414，737 

250，866，935 

451，629，660 

1，239，322，282 

2，117，257，782 

4，311，096，910 

設費|
円

11，146，340 

3，838，500 

計

円
310，688，723/1 

748，393，585 
に
d
n
U
R
u
n
u

円

ο
A
H
A

必
吐

R
U

702，777，201 
1，567，314，489 

3，182，704， 342 

8，453，545，059 

-

A

1ム

Q
U
Q
d

Q
U

ケ
・
噌
i

円

hu

n
δ
Q
U
寸

i

Q

d

3

p

'

P

 

只
U

1
ム

1
ム

円

J

n
L
戸

hd

円
t
U

円
。

n可
d

F円
υ

円

h
u
F同
U

p

p

p

F

 

6

4

9

4

 

0

4

9

5

 

2

0

0

7

 

p

p

p

p

 

守
i

円
。

p
o
q
uτょ

0

0

9

0

 

n
u
n
U

口
o

n

u

n
U

円

L

n

u

n

U

，
，

p

-

J

 

つ
山
戸
U

Q

U

つ臼

つん
H
1
i
n
b
O
3

F
h
u
Q
u
p
o
n
δ
 

y

p

p

，
 

円

ノ

臼

司

t

Q

J

Q

U

民
U

円
、

U
Q
d
o
o

ワ

ム

『

i

Q

J

1179 



別表

表18-2 千葉大学発足直後の主な地区別明細

使 用 部 局

(1千葉市矢作町785
矢作・亥鼻地区~ 1 

II千葉市亥鼻町313

市場町地区|千葉市市場町26

小中台地区※i千葉市小中台町824

事務局、医学部

医学部附属病院、薬学部

学芸学部(改組により昭和25.4から教育学
部)

学生部、附属図書館、文理学部(学芸学部の改
組により、昭和25.4から使用開始〉

四街道地区別千葉県印路郡千代田町|学芸学部分校(改組により昭和25.4から教育
四街道 |学部分校〉

岩瀬地区※l松戸市岩瀬351 工芸学部(改組により昭和26.4から工学部〉

戸定地区|松戸市戸定648 I園芸学部

習志野地区※|千葉県千葉郡津田沼町|腐敗研究所(改組により昭和49.9から生物活
大久保 |性研究所〉、附属病院分院、医学部学生寮

注:※は旧軍施設であり、岩瀬地区を除き 3地区は大蔵省からの借用施設である。

表18-3 固有財産状況の推移

数量 昭和25年度末現在 昭和39年度末現在 昭和53年度末現在
区 分

単位 数量|価 格 数 量 | 価 格 数 量 l価 格

地 lTUIU6お917，436， 2'cill 。叫 1 叩4，581，7~ll川18-sE
立(品川本 4回91ω11 5， 7601山 9751 5，2191 22， 789， 368! 

喜面 1Tfi|… … 山田
建物 田 718 山出7剖 16…m 

延積面平方メ
ートル 101，2201 1 212，4741 329，213 

1
7吋 |蹴胡9，7671 

81 1溺 4721 17，542，498 

い13ベ 15，551，019，7711 
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表18-4 土地の取得及び処分一覧

取得

取得年月日 名 称 所 在 地 |面積|摘 要

昭和 園芸学部附属医地農場 i票岡県賀茂郡東伊豆町奈良 1 13 ， ~;1 購入25. 3.31 I 1"'-"""" FIWV'""""'1 """" "''''' r.=. W-J I /.$: 13，567 

お 12.211医学部気候医学研究室|出梨県南都留郡山中湖村山 12丸刈寄附

128. 6. 31園芸学部附属暖地農場 景岡県賀茂郡東伊豆町奈良| 日 61購入

32. 8. 71轟町公務員宿舎|千葉市轟町 3-7  -15 1，8291報省から所

33.10.30 1園芸学部附属暖地農場 1静本岡県賀茂郡東伊豆町奈良 148，3631交換

38. 3.10 1弥 生 町 地 区 l千葉市弥生町 1の33 1390，9221 東所忠属大替学から

38.10.30 1留学生寄宿舎|千葉市小中台町位 |比例報日省から所

40. 3.10 1習 dτじ士了、 野 地 区|習志野市泉町 3の760)30 1 23，2331管大蔵換省から所

40. 6. 1 I園験芸地学部附属農場樹木実 1払L戸ー市小金字大谷凶2の9 1 間 11寄附

41. 3.221園芸学部附属高冷地農場|郡馬県沼田市下川田字大竹| 山

41. 3.30 1男女学生寄宿舎 l千葉市小中台町制 1 19，1付議省から所

42. 5. 1 1園芸学部附属農場松戸市松戸臼 22，0311大管蔵換省から所

43. 3.191芸学部薬用植物園館山圃|館山市山本字上州垂 ι叫購入

44. 7. 1 1教育学部臨海実習所|館山市大賀字西台 6，5181大管蔵換省から所

44. 8.20 1閤芸学部附属農場|松戸市松戸臼 ! 山 4大管管天蔵蔵換換Z省量から所
45. 1. 31 1主1仁同izF司台東.西 南公務員 1千葉市小中台町位 | 山 11 から所

45. 1. 31 1小中台北公務員宿舎|千葉市小中台町幻 5，6851 五'百聾抄壬省から所

45. 3.30 1護学部薬用植物園館山間|館山市山本字上州垂 叫購入

47. 9.22 1園芸学部附属農場|松戸市松戸臼 1，6211大管換蔵省から所

1483叩ー附属農場|附酢'I648 乙州購入

51. 9. 3 I園芸学部附属農場|松戸市松戸臼 州寄附

処分

処分年月日|名 称|所 在 地|面積|摘 要

HFmJ園芸学部附属暖地農場|静岡県賀茂郡東伊豆町奈良| m2|交換ω.10.30 1 ".._，._... .， ....，..，.，，，-.， """" ''''' /.T<. '7.J 1本 I 16，8831 

40. 9.30 1教 育 学 部|千葉市市場町26 1 2印 61千葉県へ譲与

40.10.151工 学 部|松戸市岩瀬351 1 62，吋大蔵省へ引継

42. 2.28 1工 学 部|松戸市岩瀬351 I 8，4 
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42. 2.28 I工 学 部|松戸市岩瀬571 | 学校法人聖徳
18，判学園へ売払い

42. 3.31 1教 育 学 部|千葉市市場町26 ¥ 16，0161千葉県へ譲与

注:名称、所在地共に現在の表示である。

表18-5 物品(重要物品〉の推移

j幾 械 器 7日T iコL 

年度

数量|金 数量|金

標 オ三

数量|金額 額 fJ~ 

昭和 | 51点411 肌肌0661 351 4山 も| tl 
円

31 195，051，411 
32 

1 吋 山 2弘16 は 599，2叫
。| 。;ω51 236， 724， 4181 

220，肌吋 60，548，吋 。| 281，208，770 
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飢 548，吋 98，肌叫 433，575，837 

36 1ω01 叫肌 叫 山肌叫 0: o[ 2，5351 540，683，396 

37 
11，叫

508，338，吋 ω6¥ 肌 361，判 688，699，314 

叫山511，596
1

川 751，叫 ol oJ4叫 879，874，197 

351，955，州 61，699，叫 0' 413，655，697 

511，510，判 77，618，叫 589，129，587 

飢 768，647
1

88，010，叫
。|

695，778，748 

565
1 

飢 m 叫 121，003，叫 0: 。| 978，893，411 

吋 1凶 695吋 肌 机叫 。| 叫 L叩 32，737

問問2，032，叫 肌叫臼4¥ 946¥1，419，762， 385 

判山p肌吋 山肌叫 0' 0: 1，0841山口山20

46 11，叫 1，687，00刊 01 208，肌叫 。| 。;印211，89山， 191

47 11，吋刊ι00同 8¥ 山川89
1 011，利己270，046，577

48 11，2731 2，肌65川 11 瓜 2山 62
1

。| ol山 11ω7，866，063

49 11，417¥問問問51 叫 972，012¥ 01 011，704
1
丸 川 肌 仰

50 
1
1， 604

1
日開札70 36ι批判 0: 1，9341川，82山 1

51 1ω0¥ω3，225，7301 札肌判 olω4¥4，4ωoι012 

52 1日 214， 735， 505， 32 肌地叫 4442，帥 同 6，醐，164

53 2，4631 5，737，714，452 618 730，732，831 21 1，170，0001 3，0831 6，469，167，2831 

注:昭和31，..._，38年度 1点 5万円以上、昭和39年度以降(改正) 1点50万円以上
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第18章事務局

表18-6 旧制学校より継承した施設一覧

旧制学校名称 1 新部局制大等学使用 1 所在地 |土地|建物|摘 要

千葉医科大学|事務局 医学部|千葉市矢作町785I13J;|10ぷ|

謀長科大学附|医学部附属病院|千葉市亥鼻町313 い20，吋 40，6261

員f子凡室部帥里Z範J自学主附|薬 学 部千葉市亥鼻町拙い問9li| M3i 

校男|学芸学部千葉市市場町26 1 4は 5 山 3

主事師範学校女|学芸学部分校|千葉市富士見町2261 25，8911 。1昭省和へ2引5継. 3. 1大蔵

東1丁京都目港区西芝浦 26， 739 3，216 
昭昭和業和26. 3 2所314東属及び

31. 1. 替京
工大学へ

東校京工芸専門学 工芸学部 東井東町京都太田区液中 5，3591 01 昭省和へ2引5継• 4.13大蔵

日民lJ都板橋区石神 110，1851 3，5741 昭官和へ2引5継• 2. 1大蔵

松戸市岩瀬351 1 88，8961 17，2021 

言葉農業専門学|園芸学部|松戸市戸定例 1168，吋 1刊 51

千海そ等実華)の験他医科室(大学臨 1室等医そ学部臨海実験 1千町葉加知県安山房郡昨山 1 1，6991 

納骨堂 Iの他(納骨堂 1千葉市千葉寺町他 1 01 

163山 91肌吋

表18-7 千葉大学発足後の借入施設一覧

使用部局 地|建物|借入施設(旧施設名称)1 所 在 1也

1112 1112 

附属図書館 63，586 9，514 旧陸軍防空学校跡 千葉市小中台町824

文理学部

教育学部分校 257，659 28，049 跡旧陸軍野戦砲兵学校 千道葉県印臆郡千代田町四街

骨髄習El 3，960 

.71，414 6，085 千保葉県千葉郡津田沼町大久

部学生寮 4，905 

392，659 52，513 

注:小中台地区の借入数量は当初のもので、借入最大時(昭和30年〉には、土地 145，5661112、

建物18，803m2で、ある。
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別表

表18-8 東京大学からの財産受渡明細

区 分|数量単位|数量|価 格| 摘 要

土 地 |TT-|39刊 21 L抗 m叫
立木竹(樹木)I 本

建面積|平方メー I18，618 

一体コ川ート造 4噂
建物 rノIV .~， 

延面積 ifZメー 129，365 

工 作 物| 27，564，03 

-gコ、 L飢悦8471

事務系役付職員(課長(事務長〉補佐以上〉一覧

事 1努 局 長 玉川文雄 昭和24. 5. 31 ~ 32. 11. 27 

岡本律平 昭和32.11. 28 ~ 39. 9. 30 

宮内 昌四郎 昭和39.10. 1 ~ 42. 3. 31 

海野正次 昭和42. 4. 1 ~ 46. 3. 31 

堀川倉治 昭和46. 4. 1 ~ 47. 3. 31 

田辺正一 昭和47. 4. 1 ~ 50. 4. 1 

古川孔敏 昭和50. 4. 1 ~ 53. 3. 31 

小島和太郎 昭和53. 4. 1~ 

庶 務 部 長 山田秀吉 昭和39. 4. 1 ，-...， 40. 3. 31 

大塚 1住 昭和40. 4. 1 ，-...， 42. 9. 20 

大橋光一 昭和42. 9. 21へ， 47. 3. 31 

石森正治 昭和47. 4. 1 ~ 51. 3. 31 

手塚朝 昭和51. 4. 1'-"" 

(1日庶務課長〉 大橋主城 昭和24. 6. 30 ~ 25. 12. 24 

佐藤智雄 昭和25.12. 25 ，-...， 27. 7. 1 

柴沼 力 昭和27. 7. 2 ~ 37. 3. 31 

山田秀吉 昭和37. 4. 1 ，-...， 39. 3. 31 

庶 務 課 長 荻原 進 昭和39. 4. 1 ~ 43. 3. 31 

村松正典 昭和43. 4. 1 ~ 45. 3. 31 

泉田俊男 昭和45. 4. 1 ~ 48. 3. 31 
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